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多重バリアシステムによる高レベル放射性廃棄物の地層処分では、その安全性は基本的に人工および天然バリ

アにおける物質（核種）の移行特性に支配される。この移行特性は核種の溶解、移流拡散、吸着および沈澱など複

数の要因に決定されるが、何れも地下水の流動に直接関与される。このため、候補地での概要および精密調査の各

段階においては、ボーリング孔を用いた水理地質調査が必須調査項目のひとつとなる。しかし、ボーリング孔を用

いた水理試験法が多数存在するものの、その殆どは水や石油資源の調査など、比較的流体の流れやすい地層を対象

に開発されたものである。また、ボーリング孔掘削自身はその近傍の水理環境を乱し、長期安定性の視点からボー

リング孔自身が物質移行の経路となる恐れもある。必要最小限のボーリング孔（例えば、1本）を用い、信頼性の

高い水理学的特性を評価できることが望まれるが、一本のボーリング孔を用いた（単孔式）浸透流試験、特に難透

水性地層における浸透流試験の信頼性および誤差要因に関する系統的な研究はまだ実施されていない。また、物理

探査を主とする概要調査結果を用い、地層の透水特性を予測・評価する必要があるが、このような知見はまだ蓄積

されていない。近い将来実施主体が行う水理地質調査結果を科学的および客観的に評価するためには、中立機関に

よる原位置浸透流試験に対する統括的な知見を整備しておくことが急務である。本稿では、このような知見整備の

一環となる金丸水理地質調査計画、初期調査および予察的な結果を報告する。 

  本研究は山形県西置賜郡小国町大字小渡字若林 872 国有林内に分布する低品位ウラン濃集層区域を研究サ

イト（本稿では金丸サイトと略称）とした。水理地質調査の主要調査項目として、試験用ボーリング孔の掘削、岩

石コアの採取、γ線検層、ボアホール TV 観察、キャリパー検層、水質検層、PS 検層、密度検層、電気検層、単孔

式透水試験、多孔式透水試験、単孔式流向・流速測定、多孔式流向・流速測定および原位置拡散試験などを計画し

ているが、その大半は実施されている。これら調査結果から、以下予察的な結果が得られた。 

１） 調査地点の地層は主に、表土、崖錐堆積物、（泥岩）、砂岩、泥岩、礫混り砂岩、泥岩、粗粒アルコース砂

岩および花崗岩から構成されており、ウランは下部泥岩直上の礫混り砂岩の下部に濃集されている（γ 線強度の

ピークより判断）。 

２） 調査地点における地下水は概ね北から南の方へ流れているが、地層の上部から下部への下降流も認められ

ている。この結論については、単孔式トレーサー試験、多点多孔式間隙水圧測定および水質検層結果は調和的であ

る。 

３） 調査区域地層の透水係数は深度毎に大きく変動し、全体的に 1E-7～5E-10 m/s と広く分布する。また、平

面的にもかなり非均質性を持っており、最も小さい透水係数はさらに一桁小さいところもある。 

４） 透水係数の値は算出モデルに依存し、掘削のスキン効果を考慮でき、しかも、透水係数および比貯留係数

の両方とも評価できる KGS(Kansas Geological Survey)モデルが優位性をもっている。 

５） 透水試験結果は試験条件等の設定にも影響され、試験水圧は試験区間の間隙水圧に比べ充分小さく設定す

る必要がある。また、透水しにくい地層においては間隙水圧が平衡状態に達していることを確認できてから透水試

験を行うか、定量的に補正できる手法の確立が必要である。 

６） 全体的に、弾性波速度が速い程、比抵抗も大きく、透水係数は小さくなる傾向が認められるが、岩種によっ

て相関性が異なる。 

 


